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竹島史直・准教授 世話人 九州 IBD Circle 

宮明寿光・病院准

教授 

評議員 日本消化器病学会 

宮明寿光・病院准

教授 

九州支部評議員 日本消化器病学会 

宮明寿光・病院准 西部会評議員 日本肝臓学会 
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教授 

山口直之・准教授 九州支部評議員 日本消化器病学会 

山口直之・准教授 評議員 日本消化器内視鏡学会 

山口直之・准教授 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会 

赤澤祐子・准教授 九州支部評議員 日本消化器病学会 

赤澤祐子・准教授 編集委員 雑誌 Helicobacter Research  

赤澤祐子・准教授 代議員 日本ヘリコバクター学会 

赤澤祐子・准教授 世話人 長崎胃疾患検討会 

三馬 聡・病院講

師 
九州支部評議員 日本消化器病学会 

三馬 聡・病院講

師 

西部会評議員 日本肝臓学会 

松島加代子・講師 九州支部評議員 日本消化器病学会 

松島加代子・講師 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会 

松島加代子・講師 代議員 日本ヘリコバクター学会 

松島加代子・講師 代議員 日本医学教育学会 

松島加代子・講師 評議員 日本東洋医学会長崎県支部 

橋口慶一・助教 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会 

橋口慶一・助教 九州支部評議員 日本消化器病学会 

 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

中尾一彦・教授 

 

厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（エイズ対策研究

事業）     

血液製剤による HIV/HCV重複感染患者の肝

移植に関する研究 

中尾一彦・教授 

 

日本医療研究開発機構 

(AMED) 

分担 肝炎等克服実用化研究事業 

肝硬変患者の予後を含めた実態を把握する

ための研究 

中尾一彦・教授 

 

日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 

肝細胞癌に対する CDK4/6 阻害薬による抗

腫瘍免疫誘導の基礎検討 

中尾一彦・教授 

 

日本医療研究開発機構 

(AMED) 

分担 低分子化合物によるヒト肝前駆細胞を用い

た肝硬変治療 

中尾一彦・教授 

 

日本医療研究開発機構 

(AMED) 

分担 C 型肝炎ウイルス排除治療による肝硬変患

者のアウトカムに関する研究開発 

宮明寿光・病院准

教授 

文部科学省 代表 基盤研究(C) 

植物性ナノ粒子による非アルコール性脂肪

性肝疾患対する新規薬効成分の探索 

山口直之・准教授 

 

厚生労働省 

 

分担 

 

早期食道癌 ESD後の食道狭窄に対する細胞

シート治療の研究 

赤澤祐子・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 

被ばく者癌における遺伝子変異シグネチャ

ー解析 

三馬 聡・病院講

師 

 

文部科学省 代表 基盤研究(C) 

細胞サイズ調節遺伝子によるワールブルグ

効果の破綻を利用した肝細胞癌抑制の研究 
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松島加代子・講師 日本医療研究開発機構 

(AMED) 

分担 革新的がん医療実用化研究事業 

難治性食道がんの治療方針に資する技術開

発に関する研究 

福島真典・助教 文部科学省 代表 若手研究(B) 

セラミド含有 exosome を介した新規 NAS

H進展メカニズムの解明 

橋口慶一・助教 

 

テルモ株式会社 

 

自己筋芽細胞シートを用いた消化器再生医

療と腹腔鏡デリバリーデバイスの開発（長崎

大学重点研究課題） 

 

その他 

新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

山口直之・准教授 新春インタビュー 西日本新聞 2019年 

1月 5日 

食道癌に対する内視鏡治療（内視鏡的粘

膜下層剥離術(ESD)）進歩 

山口直之・准教授 

橋口慶一・助教 

田渕真惟子・助教 

手術数でわかるいい

病院 全国＆地方別

ランキング 

週刊朝日

MOOK 

 

2019年 

3月 

食道がん内視鏡治療データ全国ランキ

ング 6位 

胃がん内視鏡治療データ地方別ランキ

ング（九州・沖縄）3位 

大腸がん内視鏡治療データ地方別ラン

キング（九州・沖縄）5位 

三馬 聡・病院講

師 

進化する遺伝子医療 日本海新聞 2019年 

3月 30日 

ここが知りたい！胃がん・大腸がん・肝

臓がん 

山口直之・准教授 インタビュー 九州医事新報 

(通巻 660号) 

2019年 

5月 20日 

新たな治療法を考え続け 患者の幸福に

貢献する 

山口直之・准教授 広告特集 朝日新聞 2019年 

5月 30日 

大腸がん～進歩する内視鏡診断と治療

の現状～ 

中尾一彦・教授 

 

インタビュー 長崎新聞 2019年 

6月 19日 

先進医療を積極活用 

赤澤祐子・准教授 2019 年度ソロプチミ

スト日本財団 女性

研究者賞 贈呈式 

京都新聞 2019年 

10月 10日 

ソロプチミスト研究賞・受賞式内容が掲

載された 

宮明寿光・病院准

教授 

対馬市民公開講座 

講演 

対馬市民公開

講座 広告 

2019年 

10月 27日 

脂肪肝・サルコペニア～知ればなるほ

ど、健康長寿～ 

赤澤祐子・准教授 ガールズカンファレ

ンス 

長崎新聞 2019年 

12月 17日 

将来の夢や目標は？女子中学生、大村で

カンファレンス 

 

学術賞受賞（※医歯薬業績集のみに掲載されます。医学部業績集には掲載されません。） 

氏名・職 賞 の 名 称 授与機関名 授賞理由、研究内容等 

赤澤祐子・准教授 女性研究者賞 ソロプチミスト日本

財団 

放射線被ばく発がんの遺伝子変

異シグネチャー解析 

佐々木 龍・助教 若手奨励賞 一般社団法人日本消

化器関連学会機構

(JDDW) 

切除不能進行肝細胞癌に対する

Lenvatinib の RDIと治療効果． 

 


